
基準期間:2026-07-21〜2026-07-27[R5.1:速報解]
比較期間:2026-07-29〜2026-07-29[R5.1:速報解]
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87.0㎝
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10.2㎝
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2.6㎝

17.9㎝

1.4㎝

1.9㎝

12.8㎝

9.8㎝

1.1㎝

基準期間:2026-07-21〜2026-07-27[R5.1:速報解]
比較期間:2026-07-29〜2026-07-29[R5.1:速報解]
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阿久根
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-0.0㎝
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0.0㎝
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0.0㎝

-0.1㎝

-0.1㎝
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33.6cm
61.5cm

-23.3cm

-9.4cm

地殻変動(水平)

令和８年熊本地震(7月28日 M7.1)前後の地殻変動(暫定)

固定局:上対馬(950456

震央

観測局（グラフ表示）

)(長崎県)) 主要活断層帯（地震調査研究推進本部による）を重ねて表示

㎝

：電子基準点
：民間等電子基準点

10

地殻変動(上下)

令和８年熊本地震(7月28日 M7.1)前後の地殻変動(暫定)

固定局:上対馬(950456)(長崎県)

震央

観測局（グラフ表示）

主要活断層帯（地震調査研究推進本部による）を重ねて表示

国土地理院

㎝
：民間等電子基準点

5

：電子基準点
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基準期間:2026-07-29〜2026-07-29[R5.1:速報解]
比較期間:2026-08-15〜2026-08-15[R5.1:速報解]
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1.3㎝

0.9㎝

1.3㎝

0.6㎝

1.0㎝

0.3㎝

0.4㎝

0.9㎝

1.6㎝

0.3㎝

1.2㎝

0.4㎝

0.2㎝

0.4㎝

0.6㎝

0.3㎝

2.0㎝

D488

国土地理院

主要活断層帯（地震調査研究推進本部による）を重ねて表示

1㎝

：電子基準点
：民間等電子基準点

固定局:上対馬(950456)(長崎県)

震央

観測局（グラフ表示）

地殻変動(水平)

令和８年熊本地震(7月28日 M7.1)後の地殻変動(暫定)
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成分変化グラフ

国土地理院
●---[R5.1:速報解]
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(1) 上対馬(950456)→千丁(940093)　東西 基準値：107991.749ｍ
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(1) 上対馬(950456)→千丁(940093)　南北 基準値：-233932.640ｍ
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28 29 30 31 8-1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

㎝

8

6

4

2

0

-2

-4

-6

-8

ｍ439.72-：値準基高比　)390049(丁千→)654059(馬対上)1(

期間: 2026-07-28〜2026-08-15 JST
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(2) 上対馬(950456)→城南(021071)　東西 基準値：117419.213ｍ
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(2) 上対馬(950456)→城南(021071)　南北 基準値：-215877.644ｍ
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28 29 30 31 8-1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

㎝
3

2

1

0

-1

-2

-3

28 29 30 31 8-1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

㎝
3

2

1

0

-1

-2

-3

28 29 30 31 8-1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

㎝

8

6

4

2

0

-2

-4

-6

-8

28 29 30 31 8-1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

㎝
3

2

1

0

-1

-2

-3

28 29 30 31 8-1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

㎝
3

2

1

0

-1

-2

-3

28 29 30 31 8-1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

㎝

8

6

4

2

0

-2

-4

-6

-8

2026-07-28 M7.1

28 29 30 31 8-1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

㎝
3

2

1

0

-1

-2

-3

ｍ697.628121：値準基西東　)207069(泉→)654059(馬対上)3(

2026-07-28 M7.1

28 29 30 31 8-1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

㎝
3

2

1

0

-1

-2

-3

ｍ202.275032-：値準基北南　)207069(泉→)654059(馬対上)3(

2026-07-28 M7.1

28 29 30 31 8-1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

㎝

8

6

4

2

0

-2

-4

-6

-8
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期間: 2026-07-28〜2026-08-15 JST

2026-07-28 M7.1

28 29 30 31 8-1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

㎝
3

2

1

0

-1

-2

-3

(4) 上対馬(950456)→熊本(950465)　東西 基準値：118850.820ｍ
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令和8年熊本地震（7月28日 M7.1）の震源断層モデル(暫定)

国土地理院

基準期間：2026年7月21日 09:00 – 2026年7月28日 08:59 JST（速報（R5.1）解）
比較期間：2026年7月29日 09:00 – 2026年8月02日 08:59 JST（速報（R5.1）解）
固定局：上対馬（950456）

図1 推定された震源断層モデル．点は本震発生から7月31日23:59 (JST) までに発生した地震の震源
（気象庁一元化震源）．黒矩形は推定された震源断層モデル．緑及び桃色で塗った面は，それ
ぞれF1及びF2を示す．茶及び青矩形は，平成28年（2016年）熊本地震（4月14日 M6.5及び4月
16日 M7.3）の震源断層モデル（矢来・他 2016）を示す．太線は断層上端を示す．矢印は変位
の観測値（黒：電子基準点，水色：民間等電子基準点）及び計算値（赤：電子基準点，橙：民
間等電子基準点）を示す．×印は今回の地震の震央．赤線は主要活断層帯を示す（地震調査研
究推進本部）．

表1 推定された震源断層モデルパラメータ．

• 震源断層モデルのパラメータは，マルコフ連鎖モンテカルロ（MCMC）法を用いて推定した．
• 位置は断層の左上端を示す．括弧内は誤差（1σ）を示す．
• F1面右上とF2面左上の水平位置は，一致するように固定した．
• Mwの計算においては，剛性率40GPaを仮定．2枚の断層の合計のMw6.82である．

断層 緯度 [度] 経度 [度] 上端深さ
[km]

長さ
[km]

幅
[km]

走向
[度]

傾斜
[度]

すべり角
[度]

すべり量
[m]

Mw

F1 32.66
(0.0021)

130.76
(0.0014)

0.39
(0.05)

19.49
(0.43)

7.54
(0.39)

210.14
(0.28)

61.49
(2.80)

-169.78
(1.01)

2.65
(0.13)

6.72
(0.02)

F2 32.50
(0.0023)

130.65
(0.0019)

0.11
(0.10)

23.46
(1.01)

14.39
(0.75)

225.81
(2.27)

43.79
(2.92)

-134.01
(4.96)

0.65
(0.09)

6.56
(0.05)

水平変位 上下変位
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令和8年熊本地震（7月28日 M7.1）のすべり分布モデル(暫定)

国土地理院

2026年7月28日に発生した令和8年熊本地震について，GNSS解析（電子基準点及
び民間等電子基準点）およびSAR解析（SAR干渉解析及びピクセルオフセット法）
で得られた地殻変動をもとに，矩形断層の推定結果を参考に2枚の断層を仮定して，
小断層に分割したうえで地震時すべり分布を決定した．

図1 推定された地震時すべり分布モデル．緑及び青矩形は，平成28年（2016年）熊本地震（4月14
日 M6.5及び4月16日 M7.3）の震源断層モデル（矢来・他 2016）を示す．太線は断層上端を示
す．×印は今回の地震の震央．赤線は主要活断層帯を示す（地震調査研究推進本部）．青線は
SAR解析結果から判読した変位不連続のトレース（暫定）．

表1 すべり分布の推定に使用した震源断層モデルパラメータ．

• 最大すべり量は約2.0mである．
• すべりの平滑化強度は交差検証法により決定した．
• Mwの計算においては，剛性率40GPaを仮定．2枚の断層の合計のMw6.80である．

断層 緯度 [度] 経度 [度] 上端深さ
[km]

長さ
[km]

幅
[km]

走向
[度]

傾斜
[度]

Mw

F1 32.69 130.78 0.5 25 20 210 61 6.74

F2 32.64 130.50 0.5 20 20 225 44 6.33

F1

F2

A

B

BBA

C

C
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本解析で使用したデータは、JAXAとの協定及び地震活動SAR解析ワーキンググループの活動を通して得られたものです。
対流圏遅延補正には、気象庁数値予報格子点データを使用しています。

日奈久断層帯の北西側で最大約1.5mの北東向きの変動、最大約60cmの沈降が見られます。
※断層近傍等に見られる空白は、複雑な変動等の影響のため変動量が計測できなかった箇所です。

「だいち２号」及び「だいち４号」観測データの3次元解析による
令和８年熊本地震（2026年7月28日）に伴う地殻変動

GNSSありVer

Analysis by GSI from ALOSAnalysis by GSI from ALOS-Analysis by GSI from ALOS-2 / ALOS2 / ALOS-2 / ALOS-4 raw data of JAXA

水平＋上下方向

水平方向の変位量

背景：地理院地図標準地図・陰影起伏図・傾斜量図

震央 2026-07-28 16:27
深さ16km M7.1（気象庁発表）

△ 国土地理院GNSS観測点

主要活断層帯（地震調査研究推進本部による）

参照点   電子基準点「玉名」付近

国土地理院Ⅱ - 21



Ӌ৕市ঘઔௌঘઔ地区周辺におけるන層߶変Ғ
੼તは変Ғڧֆɽϛ΢ンφは同Ҳ地点における৏下変Ғྖ(m)ɽ

地震前後のDSMࠫ෾մੵで確認されたන層߶変Ғ(ଐๅ)
Ӌ৕市ঘઔௌঘઔ地区ٶ;ͨの周辺

令和 8 年熊本地震（Ґ下ʰ本地震ʱとい͑ɽ）における地න変化に஥໪してɼ本地震によͮ
てਫ਼ͣたと͓ߡられる地න変য়にͯいて本地震前後における数஍න層モデル（DSM）ࠫ෾
մੵをߨいɼӋ৕市ঘઔௌঘઔ地区ٶ;ͨの周辺でɼන層߶（ݒ෼・ध໨なʹを؜΋න໚の
߶さ）が周ҕよりも 0.5〜1.0 ̾ఖ度ఁ下している͞とを໎らかにしましたɽพ౏ɼ地震前
後のۯ中ࣺਇժ଀の൓ಣ݃果からɼ͞の地域は್ͯの右横ずれをࣖͤ変Ғڧֆにڮまれて
いる͞とが൓໎しɼͨ の಼部のන層߶が周ҕよりもఁ下している͞とからɼϕルΠϏーφߑ
ଆがܙ成されているՆ೵੓がありまͤɽ

国土地理院

౔地理Ӄࠃ
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変Ғڧֆにおける右横ずれྖ(八代平໼北東部) 変Ғڧֆにおける右横ずれྖ(八代平໼ೈ東部)

ྈ図とも地理院地図(୸৯地図)に変Ғڧֆ(੼ત)と変Ғڧֆにおける右横ずれྖ(ϛ΢ンφ)をࡎىɽ

令和 8 年熊本地震前後のժ଀と数஍න層モデルから൓ಣされた
変Ғڧֆ（ଐๅ）

令和８年熊本地震（Ґ下ʰ本地震ʱとい͑ɽ）後の๹災Ώ෰ܯڷժにͤࣁるためɼ本地震に
൒͑地න変化に ஥໪してɼ本地震前後のۯ中ࣺਇժ଀と数஍න層モデル（DSM）から変Ғ
を൓ಣしɼ変Ғが෈࿊କになるڧֆ（変Ғڧֆ）を໎らかにしましたɽ変Ғڧֆは日奈久断
層帯にԌͮて認められɼೈଈの八代平໼ではητρϕを൒いながら֕͸࿊କదに෾ාしま
したɽ変Ғڧֆにおける最大のずれྖはɼਭ平๏向ではතઔௌ໼௣地区で右横ずれ約 2.1 mɼ
৏下๏向では八代市৏ฤௌ地区で北西ཚͬ約 1.3 m をࣖしましたɽ

国土地理院

౔地理Ӄࠃ
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写真判読による変位境界の計測地点写真判読による変位境界の計測地点写真判読による変位境界の計測地点
（国土地理院）

path131_北行軌道右観測 2026-07-01/2026-07-29

ピクセルオフセットピクセルオフセット
レンジ成分（衛星視線方向）

SARSAR不連続不連続不連続

日奈久断層日奈久断層
（地震本部）

写真判読による変位境界の計測地点写真判読による変位境界の計測地点写真判読による変位境界の計測地点
（国土地理院）（国土地理院）

背景画像：ピクセルオフセット

0cm 80cm

衛星視線方向距離変化

顕著な変位不連続は顕著な変位不連続は顕著な変位不連続は
概ね八代市平山新町概ね八代市平山新町概ね八代市平山新町
付近で終了

SARSARによる変位不連続による変位不連続（変位境界）（変位境界）の判読の判読 （南西部）

国土地理院Ⅱ - 24



令和令和8令和8年熊本地震 平成平成282828年熊本地震

path28_南行軌道 左観測 2026-05-15/2026-08-01 Kobayashi+ (2025)

北向き

南向き

※※明瞭な変位不連続ではない※※明瞭な変位不連続ではない明瞭な変位不連続ではない
ものの，線状に変位が急変（勾ものの，線状に変位が急変（勾ものの，線状に変位が急変（勾ものの，線状に変位が急変（勾ものの，線状に変位が急変（勾
配大）していることから断層運配大）していることから断層運配大）していることから断層運
動に伴うものと判断した

地表でも地表変状が確認地表でも地表変状が確認
されているされているされている
（広島大学
されているされている
（広島大学（広島大学 写真判読）

・平成・平成282828年熊本地震時と同じ・平成・平成282828年熊本地震時と同じ年熊本地震時と同じ
場所が動いた場所が動いた場所が動いた場所が動いた場所が動いた場所が動いた場所が動いた
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した場所
上にわたって余効変動が継続
した場所した場所（

上にわたって余効変動が継続上にわたって余効変動が継続上にわたって余効変動が継続
した場所した場所（（Iwasa+, 2026

上にわたって余効変動が継続上にわたって余効変動が継続
Iwasa+, 2026Iwasa+, 2026）

御船町高木
御船町高木

背景画像：SAR干渉画像 背景画像：SAR3次元変位 【南北成分】

参照データ：参照データ：20262026年熊本地震に伴う地表地震断層の可能性がある変状の分布（年熊本地震に伴う地表地震断層の可能性がある変状の分布（7年熊本地震に伴う地表地震断層の可能性がある変状の分布（7月月月292929日公開）：参照データ：参照データ：202620262026年熊本地震に伴う地表地震断層の可能性がある変状の分布（年熊本地震に伴う地表地震断層の可能性がある変状の分布（
後藤秀昭・原西絢太・牧田智大・中川聡（広島大）
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日本地理学会
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SARSARによる変位不連続による変位不連続（変位境界）（変位境界）の判読の判読 （北部） SARSAR不連続不連続（令和（令和（令和8（令和8年熊本地震）
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